平成３０年度　学校評価結果
蜂ヶ岡中学校
（１）「確かな学力」の育成に向けて 『学力向上プラン』
	重点目標
教師と生徒の信頼関係を確かなものにする。生徒の学校生活に対する意欲は必然的に高まれば，学習に対しても当然意欲が高まり，授業に集中し学習効果は上がる。指導者の授業力向上の努力をする。

	具体的な取組
・家庭学習の推進と，学習教材の作成。
・「本時のめあて」を明示した授業の推進と効果的なＩＣＴの活用。
・定期テスト前の学習相談を実施し，基礎・基本の一層の定着。
・朝読書の推進，授業における情報の読み取りや論述活動の推進。
・設備も一定整ったので授業力向上を目指した研修会，若年層の自主研修会の推進。




	（取組結果を検証する）各種指標
・家で予習・復習・宿題に取り組めていますか？
・授業の内容は理解できていますか？
・授業参観，学級懇談会，個人懇談の際の保護者の意見。



中間評価
	各種指標結果
・学校評価アンケート（生徒）「家で予習・復習・宿題に取り組めていますか？」肯定意見60.2％
・「進んで読書をしていますか？」55.1％
・学習確認プログラムを昨年度末から見ると，やや下降気味で，3年生指数90、2年生95だった。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・6割の生徒は家庭学習を取り組めているとの結果であったが，全くしていない生徒の割合が多く，全国平均を上回っているので，ターゲットを絞って取り組ませることが課題である。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・底上げについては信頼ある関わりが大切であり，焦点をあてた取組が必要である。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・家庭学習の取組に関するアンケート

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・本年度の３年生は各教科（国・数・理）とも全国平均を下回ったことは残念です。
・家庭学習を取り組んでいる生徒は例年並みにいるものの，手をつけない生徒も多い。
・やる気にさせる仕掛けの実行を期待する。


最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
・学校評価アンケート（生徒）「家で予習・復習・宿題に取り組めていますか？」肯定意見63.4％
・「進んで読書をしていますか？」56.2％
・学習確認プログラムを本年度中間期から見ると，3年生指数は92と少し上昇，2年生91と降下気味で，1年生は93だった。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
　学校評価アンケート（生徒）「家で予習・復習・宿題に取り組めていますか？」は中間時期より肯定意見63.4％と上昇傾向にあるが，高校受験前の3年生の努力が大きく影響した様子である。
2年生と1年生は学校生活での課題が見られ，教職員は授業力向上に工夫が必要である。

	
	分析を踏まえた取組の改善
特に課題をかかえた生徒に対し，生徒理解・生徒指導の充実が急務で，個別指導により進路展望が開けるような仕掛けを取り組んでいる。

	
	重点目標の達成状況，次年度の課題
　本年度2年生の英語では，話すことに重点を置き，授業改善を行った。結果はすぐにはあらわれないと思うが，これからの学校に大切な視点であると思う。
授業改善を意識し，学習意欲を高めようとすることはよいが，形にこだわり，本当に自ら学びに向かう力がついているかは今後様子を見ていきたい。次年度は授業形態を見るのではなく，本質を見抜けるように教職員の研修が必要である。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
家庭学習の定着は小学校も同じ課題である。
小さい頃からの積み上げが大切である。
全国学力も平均を目指してもらいたい。
特に英語はこれからの社会で重要な教科であると捉えている。



（２）「豊かな心」の育成に向けて
	重点目標
・豊かな自然や人間の英知を超えたものに対する畏敬の念や感動する豊かな心を培う。
・「いのち」を大切にし，人を思いやる心を育て，仲間と共にいじめを許さない集団作りを目指す。


	具体的な取組
・登校できていない生徒に対する取り組みの強化
・行事を通して人と人との絆を強め，成し遂げることの達成感をもって次への意欲を高める。
・自他を大切にし，公共の精神に基づく道徳教育の充実　
・人権学習をさらに充実させ，あらゆる教育の場面において，いじめを許さない絆づくりを推進する。
・学級づくりを基盤とし，学年・学校全体の調和の中で生徒指導の強化を図る


	（取組結果を検証する）各種指標
・学校は生命や人権を尊重する意識を育てるよう取り組んでいますか？




中間評価
	各種指標結果
・「赤ちゃん交流」や「命のがん教育」，その他人権学習を取り組んでいる。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・自他を大切にすることに関して，日々教育活動を進めてきたが，教職員の異動や学級数減少による教職員減も影響があるのか生徒の落ち着きに関して課題がある。教職員の生徒に関わる姿勢も工夫改善について考える必要性がある。
・創立70周年記念式典を開催したことで，達成感を味わうことができたことは，大変良かった。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・信頼される学校づくりを，初心に返って教職員が一丸となり生徒を見守り育てる学校とする。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・学校評価アンケート
「楽しく学校生活を送れていますか？」
「学校のきまりを守って，生活を送っていますか？」
「先生はさまざまな相談に応じてくれますか？」

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・全校で取り組んだ７０周年記念式典は本当に良かったと感じた。
・生徒が活躍している姿を見ることは素晴らしい。
・嫌な思いをしている生徒もいることは事実なので，きめ細かな関わりを大切にした取組をお願いしたい。


最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
　・学校評価アンケート
「楽しく学校生活を送れていますか？」　　　　　　　96.1％
「学校のきまりを守って，生活を送っていますか？」  96.6％
「先生はさまざまな相談に応じてくれますか？」　　　85.5％

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
 大半の生徒は，生活習慣の安定がみられるという結果であるが，一部生徒に迷惑行為や自己中心的な行動が学校生活でみられる。

	
	分析を踏まえた取組の改善
新たな取組を行うというよりも，初心に返り，学校教育目標に全教職員が向かうこと大切であり，生徒理解のもと，信頼関係の成り立った上での教育活動を進める。

	
	重点目標の達成状況，次年度の課題
　年間を通して，創立７０周年記念式典をはじめ，合唱コンクールや体育大会など様々な感動を与える取組に成功してきた。また，地域の方々からも，肯定的なご意見を頂戴することができている。しかし，反対に地域に迷惑をかける中学生も存在し，継続指導をおこなってきている。次年度に向けて，それぞれの生徒の課題を的確に捉え，生徒理解をふまえた上で，関係機関との連携もしっかり行い，豊かな心の育成に向けて今一度原点に返り，教職員の一枚岩となる教育を進めることが重要である。

	学
校
関
係
評
価
	学校関係者による意見・支援策
生徒が活躍している姿を見ることは素晴らしい。
嫌な思いをしている生徒もいることは事実なので，きめ細かな関わりを大切にした取組をお願いしたい。



（３）「健やかな体」の育成に向けて
	重点目標
・社会体験活動，部活動などを通じて社会性と規範意識を養うと共に健やかな体を育む。
・部活動や体育を通じて，豊かなスポーツ文化を育み，自分の心身の健康に関心を持たせ，望ましい基本的生活習慣を身につけさせる。


	具体的な取組
・スポーツへの理解・関心を高め，自らの身体と健康管理について意識を高める。
・「保健だより」を有効活用し，自主的に健康な生活を実践する態度を養える保健室経営を行う。
・食事，睡眠，運動，休養など調和のとれた生活を送れるよう健康観察週間を実施する。
・性教育，エイズ教育を実施し，豊かな教育的見地を持つ講師も積極的に活用する。
・喫煙，飲酒，薬物乱用防止に関する講演会や教室を実施し，自他を大切にする態度を養う。
・保健委員会による健康管理等についての啓発活動の充実を図る。


	（取組結果を検証する）各種指標
・生徒の生活習慣を調査し，把握しながら「保健だより」等で発信する。




中間評価
	各種指標結果
・生活習慣の把握はできている。
・9割を超える生徒が，積極的に部活動に参加できている。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・さまざまな教室はきちんと取り組めた。
・指導者の出入りが激しく，取組方針も指導者の力量も多様化しているため，健全なスポーツ精神の育成に課題が残った。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・保護者の意見も聞き入れ，蜂ヶ岡中学校の根幹となる教育方針に則って方針のずれを修正する。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・「部活動（引退まで），生徒会や係活動に積極的に取り組んでいましたか？」



	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・スポーツに健康にさまざまな取組を開催できている。
・本年度をもって伝統ある体育大会での「組体操」に一区切りをつけることとなった。
・全校の力を合わせた感動的な取組を考えていただきたい。


最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
「部活動（引退まで），生徒会や係活動に積極的に取り組んでいましたか？」生徒　91.3％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　保護者 86％

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
  地域的にスポーツへの関心が高く，部活動全般への理解・協力は大変好意的に応援してもらってきた。生徒の行動も部活動内では，集中した活動姿勢で，良好である。しかし，教職員の転勤により，指導力のズレが生じ，部員内での不調和音が飛び交うことも起こっている。
　命を大切にする取組として，健康や性に関することを計画的に取組み，充実できた。
1年生：防煙教室・思春期の心と体の変化
2年生：生命のがん教育・男女交際（デートＤＶ）
3年生：薬物乱用防止教室・エイズ、性感染症について
特に3年生の性教育での講演会は，生徒の不安を取り除いてくださるような話で，生徒も充実した時間となり，保護者、近隣の学校の養護の先生も参加され好評であった。

	
	分析を踏まえた取組の改善
　　優れた指導者の転勤は生徒にとっても大きな変化で，生徒に混乱を生じさせないように工夫し導かなくてはならない。
　 保健関係は取組みが充実してきたと思うので，継続したい。

	
	重点目標の達成状況，次年度の課題
　　健やかな体の育成には一定充実した取組ができているので，一層の充実を目指す。


	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
　　性教育などの充実はこれから大切であると認識しているので続けてほしい。



（４）学校独自の取組
	重点目標
英語科を中心に小中の交流を深める

	具体的な取組
・生徒指導，英語教育，キャリア教育を軸として取り組みを充実させる。
・特に英語教育は教職員の連携を密にして，教材・指導法の効果的な交流を企画する。
・児童会・生徒会の交流を行う。
・小学校６年生の中学校体験（部活動見学・体験，学校説明）
・学習確認プログラム及びジョイントプログラムの結果，言語活動の取組を軸にした小中合同研修会
・人権指導について相互に授業を参観し合い，小中の指導の系統性をもたせる。
・小中合同研修会を実施し，生徒理解や授業力向上について研修を深める。
・小中一貫教育の視点をふまえた学校評価の検討と実施


	（取組結果を検証する）各種指標
・小学校の英語授業の現状把握を教科会で理解共有。



[bookmark: _GoBack]中間評価
	各種指標結果
・毎週水曜1限の英語教科会では，両小学校に出入りしている教員から小学校の情報入手が可能。
・英語についてパフォーマンステスト等の結果は出ていないため，分析は後半で行う。


	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
・小中合同研修会では，1年間「これだけはやりましょう」を各教科で考えた。
・英語4技能については，スピークが弱いのが課題である。

	
	分析を踏まえた取組の改善
・スピークを中心に授業展開するように取り組む。

	
	（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・ＧＴＥＣ for students　の検証を基にさらに分析し，授業改善を進める。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
・これからの社会において英語力は特に大切と思う。
・現在の取組は期待したいが，結果を教えてほしい。


最終評価
	中間評価時に設定した各種指標結果
　ＧＴＥＣ for students　の検証を基に分析し，読む・書く・聞く・話す　の4つの技能に分けて得点率を調べ，京都市平均と比較したところ，読む・書く・聞くは京都市平均よりも3ポイントから10ポイント程度低い結果となった。これは，受験した生徒集団の能力も影響しているので一概には判断できないと思っているが，話す分野は，マイナス1ポイントと京都市平均に近い結果であった。

	自
己
評
価
	分析（成果と課題）
　成果としてはＧＴＥＣ for students　の話す分野が京都市平均に近かったことがあげられる。指導者が意識してきたことは，継続的に短時間行う「帯活動」という手法を意図的に取り入れたことと，即興性を重視し，生徒が諦めずに自分の知っている単語を駆使して話すことを努力する意欲を大切にしてきた。
　課題は，英語担当教職員の指導力向上に多くの時間がとられる。帯活動ばかり時間を使っていられない。

	
	分析を踏まえた取組の改善
　授業改善は必要であるが，できない生徒がどんどん取り残されることにならないように配慮し，時間配分に注意することが大事である。

	
	重点目標の達成状況，次年度の課題
　小中交流は英語を中心に各教科とも夏の合同研修でも共通理解しながら進めてきた。生徒会と児童会も連携が進んでいる。特にダルニー奨学金の取組みは，3年間で11名のタイの子どもに支援ができた。

	学
校
関
係
者
評
価
	学校関係者による意見・支援策
　世界に繋がるよい取組であると思う。
　先生方の授業改善は大変であると思うが，頑張ってほしい。



